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私
達
は
こ
れ
ま
で
、
情
報
公
開
を
進

め
、
税
金
の
無
駄
使
い
を
防
ぎ
、
税
金

の
有
効
活
用
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
れ
ら
と
共
に
、
各
種
相
談

へ
の
対
応
、
人
権
の
保
護
、
災
害
対
策
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
格
差
是
正
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
市
民
主
権

の
政
治
を
目
指
し
た
活
動
を
引
き
続
き

実
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、

公
益
通
報
の
拡
大
等
も
通
じ
、
暮
し
や

す
い
落
ち
着
い
た
生
活
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
、
平
和
で
安
全
な
社
会
、
健

康
的
な
働
き
や
す
い
職
場
な
ど
の
実
現

に
ま
い
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
頂
き
、

香
取
と
藤
崎
は
協
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。

今
後
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

今
後
の
取
り
組
み藤崎良次

今
年
4
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
入
札
制
度
見
直

し
に
よ
り
、
今
年
度
の
購

入
価
格
は
大
幅
に
上
昇
し

ま
す
。
昨
年
度
分
上
昇
幅

は
２
億
４
千
万
円
（
市
長

部
局
1.6
億
円
、
上
下
水
道

で
８
千
万
円
）
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
に
よ
る
不
良
工
事
が

無
か
っ
た
の
に
、
受
注
者

の
適
正
な
利
潤
確
保
を
図

る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
札
制
度
見
直

し
に
よ
り
「
く
じ
引
き
入

札
」
（
価
格
が
同
一
な
の

で
く
じ
引
き
で
落
札
者
を

決
め
る
）
が
増
え
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
是
正
が

必
要
で
す
。

そ
し
て
、
市
内
業
者
の

経
営
状
況
を
入
札
制
度
検

討
委
員
会
で
は
検
討
し
て

も
お
ら
ず
、
建
設
業
従
事

者
数
も
減
少
し
て
い
な
い

状
態
で
あ
り
、
入
札
制
度

見
直
し
の
理
由
が
な
い
状

態
で
し
た
。

さ
ら
に
、
最
近
は
「
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
と
い
う

随
意
契
約
が
増
え
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
事
業
者
の
提

案
を
評
価
し
て
、
業
者
１

社
を
選
定
し
て
、
随
意
契

約
を
行
う
も
の
で
す
。

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
、

「
防
災
行
政
無
線
の
工
事
」

に
関
し
て
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
あ
り
、
事
業
者

選
定
過
程
が
不
透
明
で
あ

り
、
低
価
格
で
購
入
す
る

努
力
が
見
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
税
金
が
有
効
に

使
わ
れ
る
よ

う
に
監
視
し

て
ゆ
き
ま
す
。

選
挙
前
公
職
選
挙
法
違
反

（
公
職
選
挙
法
１
４
３
条
）

佐
倉
市
で
は
市
長
市
議
県
議

選
挙
が
来
年
4
月
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
特
に
、
６
か
月

前
か
ら
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
は
違

反
で
す
。
誰
が
違
反
か
を
見
る

「
市
民
の
目
」
が
正
し
い
選
挙

を
実
現
し
ま
す
。

「
候
補
者
、
後
援
会
の
看
板
」

①
40
㎝
ｘ
150
㎝
超
の
も
の
は

違
反
。

②
寸
法
内
で
も
畑
や
空
地
な
ど

事
務
所
等
の
「
実
態
の
な
い
場

所
」
へ
の
掲
示
は
違
反
。

「
候
補
者
、
後
援
会
の
ポ
ス
タ
ー
」

③
ベ
ニ
ヤ
板
等
で
、
裏
打
ち
し

た
も
の
の
掲
示
は
違
反
。

④
選
挙
（
任
期
）
前
６
か
月
間

の
掲
示
は
違
反
。

「
候
補
者
、
後
援
会
の
ノ
ボ
リ
」

⑤
ノ
ボ
リ
使
用
は
違
反
。

以
上
の
罰
則
は
、
２
年
以
下
の

禁
固
、
50
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
り
、
被
選
挙
権
も
失
う
。

「
裏
打
ち
の
な
い
ポ
ス
タ
ー
？
」

ポ
ス
タ
ー
は
紙
製
な
の
で
、

そ
の
ま
ま
で
は
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
裏
打
ち
し

た
も
の
は
違
反
で
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
壁
等
に
直
接
張
る
し
か
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
政
党
の
ポ
ス
タ
ー

で
も
選
挙
か
ら
６
カ
月
前
以
内

に
、
候
補
者
の
氏
名
を
表
示
し

た
も
の
は
違
反
で
す
。
10
月

か
ら
は
６
か
月
以
内
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ら
は
違
反
で
す
。

佐
倉
市
の
高
価
格
発
注
へ
の
動
き

前
議
会
報
告
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
入
札
制
度
の

見
直
し
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
増
加
に
よ
り
、
佐
倉
市
の

購
入
す
る
工
事
や
物
品
は
高
価
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
市
議
会
及
び
地
方
自
治
」

の
話
し
合
い

佐
倉
市
の
議
会
政
治
等
を
話
し
合

う
「
市
議
会
・
地
方
自
治
」
を
語
る

会
合
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

も
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
問
い
合
わ
せ
は

下
記
連
絡
先
へ
。

（重点地域） 根郷地区、佐倉地区、臼井
南地区、千代田地区、和田弥富地区
佐倉市民オンブズマンとして、各種

相談に応じ、市民の要望を受け止め、
市民のために働きます。今後は藤崎良
次と共に「佐倉市民オンブズマン」と
して市政に取り組みます。そして、各
種の経験を生かした積極的な活動によっ
て、住民の福祉の増進に努めます。

１．「香取 てるお」 の略歴
佐倉市民オンブズマン会員
佐倉市大崎台４丁目在住（６３才）
政党に無所属 職業 コンサルタント
家族 妻と子供２人の４人家族
連絡先 携帯 080-5175-3680 Ｆａｘ 043-483-3680

Eメール katorit1217@outlook.jp

千葉県香取市生まれ。佐原高校、千葉大学園芸学部卒業後、
外資系企業に就職し、米国勤務も３年。 現在、農業関連ビジネスコ
ンサルタントに従事。
これまで、趣味として古武道術を長く続け各地で指導中。
さらに現在、小学生に英語も指導中。
佐倉市民オンブズマンに参加し、市政や教育問題等を調査し、

活動してきました。

２．「香取 てるお」 のめざすもの
市民オンブズマンは人権を保護し、行政の適正運用のために行

動し、税金の無駄使いを防ぎます。市民目線、納税者の視点で市
政を監視します。
① 情報公開を進めます。市民があってこその佐倉市です。行政の
情報は市民のものです。税金の支出、各種計画、意思決定過程、
外郭団体等の情報公開を徹底的に推進します。
② 少子高齢化、防災、環境、教育問題に取り組みます。子どもや
高齢者を大切にし、格差の拡大を防ぎます。環境を守り、持続可能
な社会を築きます。
③公共工事等の発注には、最小の経費で最大の効果を発揮するこ
とを目指します。談合は許しません。
④ 市民が主人公の社会創りを積極的に進めます。

佐倉市民オンブズマン
か と り て る お

香取 照男



　議会賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×

主な議案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

斉
藤
議
員

議員数（合計28名） 28 1 13 4 2 3 2 1 1 1

①Ｈ29一般会計決算 ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

②防災行政無線契約（５.９９９億
円）

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③一般会計補正予算（シェアオフィ
ス））

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

④指定管理者の指定（計35件） ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

⑤東海第二原発再稼動反対 △ ○ × × × ○ ○ ○ × ×

議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 （ 青 字 は 否 決 さ れ た 議 案 ） 可 決 数

H29年 度 決
算

市 長 9
一 般 会 計 、 国 民 健 康 保 険 、 介 護 保 険 、 後
期 高 齢 者 医 療 、 水 道 事 業 、 下 水 道 事 業 他

9

補 正 予 算 市 長 4
Ｈ 30年 度 一 般 会 計 ｘ ２ 件 、 国 民 健 康 保
険 、 介 護 保 険

4

条 例 改 正 市 長 3
市 議 ・ 市 長 選 公 費 負 担 、 手 数 料 条 例 、 中
小 企 業 資 金 融 資

3

条 例 制 定 市 長 1
指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 基 準 を 定 め
る 条 例 制 定

1

契 約 締 結 市 長 1 防 災 行 政 無 線 改 修 工 事 （ 5.99 9億 円 ） 1
指 定 管 理
者 指 定

市 長 5
各 地 区 児 童 セ ン タ ー 、 学 童 保 育 所 、 老 幼
の 館 （ 合 計 ３ ５ 件 ）

5

請 願 市 民 2
東 海 第 二 原 発 再 稼 動 反 対 、 使 い 易 い 佐 倉
図 書 館 建 て か え を 求 め る

0

意 見 書
（ 請 願 分 は
含 ま ず ）

議 員 7

通 学 路 危 険 ブ ロ ッ ク 補 助 制 度 創 設 、 学 校
施 設 予 算 の 増 額 、 被 災 者 生 活 再 建 支 援 法
改 正 、 佐 倉 南 高 三 部 制 移 行 負 担 軽 減 、 歯
止 め な き 防 衛 予 算 拡 大 見 直 し 、 児 童 虐 待
防 止 強 化 を 求 め る 、 学 校 施 設 等 ブ ロ ッ ク
塀 等 の 安 全 確 保

2
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Ｈ
29
年
度
一
般
会
計
決
算

は
次
の
理
由
で
反
対
し
た
。

①
平
成
29
年
度
は
職
員
通

勤
費
が
、
県
基
準
と
比
較

し
２
千
万
円
以
上
高
く
支

払
い
が
多
か
っ
た
。
長
年

指
摘
し
、
や
っ
と
今
年
度

か
ら
是
正
さ
れ
た
。

②
佐
倉
市
の
入
札
制
度
検

討
委
員
会
は
Ｈ
29
年
度
に

開
催
さ
れ
、
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
市
長
部
局

で
年
額
１
億
６
千
万
円
、

上
下
水
道
で
同
８
千
万
円

の
価
格
上
昇
が
今
年
度
推

定
さ
れ
て
い
る
。

見
直
し
理
由
は
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
防
止
、
受
注
者

の
適
正
利
潤
確
保
と
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
の
事
実
は
な
く
、
市
内

業
者
の
経
営
デ
ー
タ
は
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

市
内
建
設
業
従
事
労
働
者

数
は
、
Ｈ
24
年
か

ら
特
に
変
化
し
て

い
な
い
。
理
由
な

く
、
入
札
価
格
の

上
昇
を
図
っ
た
も

の
と
し
て
、
と
て

も
賛
成
で
き
な
い
。

防
災
行
政
無
線
工
事
の

契
約
に
反
対

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と

称
し
、
「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」

努
力
が
さ
れ
て
い
な
い
。

業
者
の
提
案
へ
の
評
価

に
お
い
て
、
価
格
は
約

９
％
し
か
配
点
さ
れ
て

お
ら
ず
、
経
費
の
削
減
を

適
切
に
考
慮
し
て

い
な
い
と
判
断
さ

れ
る
。

-２-

トピックス

定
例
議
会
概
要

９
月
の
議
会
は
決
算
議
会
で
あ
り
、
一
般
会
計
は
歳
入
総
額
４

８
６
億
円
、
歳
出
総
額
４
６
３
億
円
。
特
別
会
計
等
も
含
め
計
９

会
計
が
認
定
さ
れ
た
。
「
実
質
単
年
度
収
支
」
は
約
18
億
円
の
赤

字
で
あ
り
、
前
年
度
（
12
億
円
赤
字
）
に
続
き
連
続
赤
字
で
あ
っ

た
。
財
政
調
整
基
金
は
26
億
円
減
で
57
億
円
と
な
っ
た
が
、
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
に
利
用
す
れ
ば
、
国
補
助
が
活
用
で
き
る
。

編
集
後
記

最
高
に
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
気

候
変
動
が
激
し
く
私
た
ち
を
襲
っ

て
い
た
の
を
実
感
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
、
政
府
が
補
正
予

算
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
佐

倉
市
の
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
も
国
の
補
正
予
算
を
利
用
す

べ
き
で
す
。

佐倉市議 藤崎 良次

議
員
の
政
務
活
動
費
公
開

千
葉
県
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
連
絡
会
議
の
陳
情
（
Ｈ
28

年
11
月
議
会
）
「
政
務
活
動

費
の
領
収
書
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開
」

は
全
員
賛
成
で
採
択
（
可
決
）

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
２

年
弱
、
９
月
か
ら
Ｈ
29
年
度

分
領
収
書
が
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ

れ
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
佐
倉
市
議
会
→
（
情
報
公

開
）
政
務
活
動
費
→
収
支
報

告
書
」
で
領
収
書
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ＨＰにて→政務活動費領収書公開

生
活
保
護
受
給
者
の

車
保
有
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
受
給
の
際

に
は
、
「
車
は
売
却
し

生
活
費
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
な
っ
て

い
る
。
車
の
運
転
に
つ

い
て
も
容
認
さ
れ
て
い

な
い
。
一
方
、
エ
ア
コ

ン
の
保
有
に
つ
い
て
は

認
め
ら
れ
て
い
る
。

最
近
の
気
温
な
ど
の

環
境
変
化
は
激
し
い
。

受
給
者
に
と
っ
て
、
問

題
が
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

生活保護と車

自
分
で
自
分
を
判
断

す
る
（
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ

ジ
メ
ン
ト
）
」
は
物
事

を
正
し
く
判
断
で
き
な

い
こ
と
が
常
識
と

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
市

職
員
か
ら
の
公
益

通
報
を
市
役
所
で

受
け
付
け
て
も
正

し
く
扱
え
な
い
で

し
ょ
う
。

公
益
通
報
に
関

し
、
内
部
職
員
等
か
ら

の
通
報
受
付
庁
舎
外
窓

口
（
弁
護
士
事
務
所
等
）

の
設
置
に
関
し
て
調
査

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
千
葉
県

内
で
は
千
葉
市
、
船
橋

市
、
大
網
白
里
市
の
３

市
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
い
ま
だ

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

佐
倉
市
は
「
今
後
も

設
置
に
よ
る
効
果
を
精

査
し
て
ゆ
き
た
い
」
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

や
仕
事
の
不
正
防
止
を

進
め
る
上
で
、
外
部
窓

口
が
あ
る
と
職
員
は
非

常
に
通
報
し
易
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

公益通報の庁外窓口設置

９
月
１
日
～
２
日
に
新
潟
で
開
催

（
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

全
国
的
に
、
入
札
の
総
合
評
価
方
式
、

随
意
契
約
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
増

加
し
、
税
金
で
発
注
さ
れ
る
契
約
金
額

が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
の
デ
ジ
タ
ル
無
線
装
置

の
談
合
に
関
し
て
は
、
違
約
金
請
求
裁

判
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
佐
倉
市
関
係

で
は
、
消
防
組
合
が
ス
イ
ス
通
信
経
由

で
発
注
し
た
「
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
」
に

対
し
課
徴
金
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

同
社
は
現
在
、
談
合
を
認
め
ず
裁
判
で

争
っ
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
の
防
災
行
政
無
線
機
器
は
、

ス
イ
ス
通
信
経
由
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
、

随
意
契
約
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
で

発
注
さ
れ
ま
し
た
。

無
線
通
信
業
界
の
談
合
体
質
は
改
善

さ
れ
て
い
る
か
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
西
市
の
公
・
私
立
保
育
園
で
は
、
使

用
済
紙
オ
ム
ツ
に
つ
い
て
、
保
護
者
が
持

ち
帰
ら
ず
に
園
で
処
分
し
、
保
育
士
や
保

護
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
（
電
話
で
確
認
）
。

ま
た
、
保
育
園
の
「
昼
寝
用
敷
き
布
団
」

は
保
護
者
が
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
負
担
を
少
な
く
し
よ
う
と
、
佐
倉

市
内
私
立
保
育
園
（
全
31
園
）
の
内
、
14

園
で
マ
ッ
ト
等
（
敷
き
布
団
）
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
（
公
立
で
は
用
意
無
し
）
。

都
内
の
区
立
保
育
園
で
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
佐
倉
市
の
公
立
保
育
園
で
も
、
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
紙
オ
ム
ツ
、
敷

き
布
団
等
へ
の
取
り
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。

保
育
園
で
の
紙
オ
ム
ツ
、
敷
き
布
団

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
全
国
大
会

佐
倉
市
は
戦
没
者
、
戦

争
被
害
者
の
た
め
の
追
悼

式
を
毎
年
開
催
（
今
年
は

11
月
15
日
（
木
）
10
時

半

音
楽
ホ
ー
ル
）
し
て

い
ま
す
。
参
加
し
易
い
休

日
開
催
が
望
ま
れ
ま
す
。

昨
年
も
質
問
し
、
「
休

日
開
催
を
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
。
そ
の
後
の
調
査

結
果
等
の
質
問
に
「
現
在
、

ご
遺
族
の
意
向
や
休
日
に

変
更
し
た
自
治
体
の
参
加

状
況
を
調
べ
て
い

る
。
ご
遺
族
の
参

加
者
を
増
や
す
努
力
を
し
、

一
般
参
加
者
の
増
加
に
向

け
て
休
日
開
催
を
検
討
し

ま
す
」
と
の
答
弁
で
あ
り
、

迅
速
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

な
お
、
遺
族
会
に
入
っ

て
い
な
い
方
も
、
民
間
犠

牲
者
関
係
者
も
市
へ
連
絡

す
れ
ば
案
内
状
が
届
き
ま

す
。
市
の
社
会
福
祉
課
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ど
な
た
で
も
予
約
な
く
参

加
可
能
で
す
。

戦
没
者
追
悼
式
の
休
日
開
催

藤崎の議会質問から他


